
オフィスプロセッサ｢ト‖TAC

近f｢,大企業はもとよl)中小企業で

も取り1及う情報量は年々噌人し,大量

のデー1タを効率よく確実に保管してい

くことが求められている｡,その中でも

特に書換え形光ディスクは信束削生が高

く,しかも記録媒体を有効に利用でき

るため宗一安が高まっている｡また,パ

ーソナルコンピュータ(以‾F,パソコン

と略す｡1)の普及に仰い,オフィスプロ

セッサのインテリジェント端末として

パソコンを利川するケースが増人し,

連携機能の拡充が必要となってきてい

る‖ このようなニーズに対し,HITAC

L700ンり【ズの機能強化を実施した｡

1.主な特長

(1)再検え形うLディスク装‾置のサポー

トによる適川業務の拡大

HIrl｢AC L-75()/20以上の機椎で,

書換え形光ディスク装置をサポートし

たことで,データの大容量化に対応で

きる‖ なお,磁気ディスク装帯と同じ

MIOS7/ASのファイル形式を探mして

いるため,布易に取り放えるほか,i凡

▲-
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+-700シリーズ+機能強化

表l主な仕様(HITAC L-700シリーズ用光ディスク装置)

(∂)光ディスク媒体仕様

二手芦戸

図I HlTAC L-

700シリーズ用うセデ

ィスク装置

総記憶容量(フォーマット後) 3ZZMバイト/面,644Mバイト/枚

カートリッジ寸法 幅135×長さ153×厚さ1】(mm)

セクタサイズ 】′024バイト

記毒責密度 24′000ピット/25.4mm

トラック当たりセクタ数 17

〔b)光ディスク装置仕様

最大データ転送速度 5Mバイト/s

平均アクセス時間(回転待ち時間含む) 75ms

(C)光ディスク装置接続台数

増設筐(きょう)体l台当たりの 最大4台
光ディスク装置接続台数

最大光ディスク装置接続台数 最大柑台

増設筐体寸法 幅200×奥行き600×高さ600(mm)

(はん)用コンピュータHITAC Mシリ

ーズとの媒体‾交換もu一能である(図1,

表1)()

(2)パソコンB16/B32シリーズとの接

続機能を強化

従来,サポートしている機能に加え,

今凹,パソコンB16/B32シリーズ側の

MS-DOS※-ファイル(フロッピーディス

ク,ディ スク装置など)の人山力を

HITAC L-700シリーズ側からすナうこと

を可能とした｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

※)MS-DOSは,米国マイクロソフト社

の常緑商標である｡

大規模統合ネットワーク管理システム"品､a詣”
ー亡引真情軸化社会で,余業帖幸枝ネ･ソト

ワーークは泣こ城化･大規模化･稜維化し

てきており,ネットワークの障害はシ

ステム全体に影竿苧を及ぼす｡また,ネ

ットワークの連用も複雑になってきて

いる(,こうした小で,阿際標準規格を

べ【スとLて,伝送･‾交換網と情報処

上1寸土システムの統合管+塑を実現する

NETMを開発した(図1)〔)

1.主な特長

(1)OSI準拠によってマルチベンダ環境

でのネットワーク背理に対ん己する〔)

(2)1か所でパケ､ソト交換機,Ⅰ)BXな

どのイ云送･交換網と,汎(はん)用コン

ピュータ,ワークステ…ションなどの

情報処理システムの統イナ管王型(障害,状

態,件能など)を実現した｡

(3)分散･統括アーキ

[コ 集中監視システム

伝送･交換網系管理

バケット交換網管理領域

PS

PS PS 殴

PBX網管理課域

PBX

PBX PBX 殴

高効率多重化装置網管‡里領域

TADl
TADl

TAD

■
.
.
J

マルチメディア多重化装置網管理領域

TDM

TDM TDM

POSICMIP
l

l

トl官報処‡里システム系管理

周
VOS3

伝送･交換網

Hl-∪×/W

眉 因
VOS K

テクチャによって既存

の管理形態を刹米ノ承し,

高信頼作を確保した｡

)王.

閻管理機能･管王里装置

図I NETMの全体

構成

(4)ビジュアル衣ホ,オペレー一夕ガイ

ダンスなど,使いやすさを追求Lたヒ

ューーマンインタフェースを装備(図2)

した｡

(5)多様な管王即日態を一号慮L,アプリ

ケ】ションプログラムインタフェース

を提供する｡

(6)ネットワーク運用支援機能(操作支

援,分散システム支援)をオフィスコン

ピュータ(MIOS7/AS)へも拡充した｡

([1立製作所 情報事業本郎)

糸車:

穿

J

鶏芸貰雌花考i卿

図2 ネットワーク状態表示画面

二･与__㌔
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新シリーズモデム:ネットワーク管理機能内蔵

近年,戦略情報システムや統合OAシ

ステムへのニーズの高まりを背景とし

て,企業での情報ネットワークは大規

模化,複雑化する傾向にある｡

このため,情報通信の基礎となるモ

デムを管理し,ネットワーク全体の信

頼性向上を図ることが求められている｡

このニーズにこたえるため,ネット

ワーク管ヨ璽機能内j蔵の新シリーズモデ

ム｢PLANETモデムMシリーズ+

(図1)と,これらのモデムを集中管理

できるモデムネットワーク管理システ

ム(図2)を開発した｡

l.新シリーズモデム

多様なネットワーク構成に柔軟に対

んむするため,3種類のモデム(HM-1922

MA:最大19.2kビット/s,HM-9604

MA:最大9.6kビット/s,HM-4804-

宍こ､′!､九ヽh

′こT澄二三;㌫ご二､∫だハ私､､､ご;●(
′′､′器:;宗′ン三

ぎェ:′ユ′

璽
､ご_♪"′′州ニ∨認‾準轡

図l モデム``HM-1922MA”の外観

覇

MA:最大4.8kビット/s)とマルチプレ

クサ(多重化装置)を用意した｡

(1)高密度実装とケーブル･ねじなし

による小形･軽量化を図った｡

(2)自動等化技術(回線上での信号劣

化を自動的に補正する機能)により,高

品質の高速データ伝送を実現した｡

(3)管理機能の内蔵により,保守性を

向_Lした｡

2.集中管理システム

監視装置(2050/32)により,集中管

理が行える｡

CPU

ヽ
ヽ

TDM TDM

＼

近接形回線接続装置ヽ

盛ミこ騒‾
ヽヽ｢､

_ゝヽ

監視表荒二三訂ゝ-…で白-

(1)統計機能,遠隔診断機能を充実さ

せており,ネットワーク状況を的確に

把握できる｡

(2)ユーザーのデータ通信に影響を与

えずに集中監視ができる｡

(3)最大2,048台のモデムが管理でき

る｡

(4)日本語表示メニュー形式で,優れ

たマンマシンインタフェースを実現し

た｡

(日立製作所 情報事業本部 コンピュー

タ事業部)

良貞WS

遠隔形回線接続装置

近接形回線接続装置

注:一=一管理情報用回線,○監視機能付きモデム,一V-データ通信回線

図2 モデムネットワーク管王里システムのシステム構成図

長身品基ws

音声メールシステム"HIMAl+50V”

オフィスに働く人々にとっては,将

来にわたって電話による音声通信が重

要なビジネスツールであり,この効率

向上が求められている｡

HIMAIL50Vは交換台のオペレータ

と同様,親切な応対で内線接続をした

り,内線が話中･不応答時に伝言を受

け取ることができる自動オペレータ機

能や,日立製作所のPBXと連動して,

顧客の電話を必要に応じて自動錨斉し,

伝言を不二在者に迅速に知らせる自動通

話i録音機能などを持っている｡電話に

よる音声通信を快適にするとともに,

効率向上,省力化,販売力強化を実現

できる｡オフィスの貴重なスペースを

有効に利用できるよう,小形･壁掛タ

鎗... 図I HIMAIL50V音声メー

ルシステムの外観
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イブとして開発した(図1)｡

1.主な年寺長

(1) コンパクト化

中･大容量タイプのHIMAIL6∩/65V

と同等の機能を小形筐(きょう)体にコ

ンパクトにまとめた｡

(2)軽量･壁准トタイプ

大幅な軽量化を実現し,場所をとら

ない壁#トタイプとした(当社比質量約

‡)｡
(3)省電力化

従来機と比較し消費電力を約‡に節
減し,約50Wで作動,またAClOOVに

加えて,DC48V電源でも使用可能であ

る｡

(4)ネットワーク化も自由自在

複数の音声メールシステムを連動し

た,ネットワーク化が可能である｡事

務所拡張時の追加設置など,システム

の拡張が容易である｡

2.主な仕様

HIMAIL50V音声メールシステムの

主な仕様を表1に示す｡

(‖立製作所 情報事業本部 情報通信

システム事業部)

表l 川MAIL50V音声メールシステムの主な仕様

項 目 仕 様

回線数 2～8回線(増設単位Z回線)
蓄積時間 5時間

ユーザー数 500ユーザー

複数システム接続数 最大川システム

サービス指定信号 プッシュボタン信号による｡

外形寸法(幅×奥行き×高さ) 322×143×496(mm)
質 量 約9kg(8回線)

電三原電圧 AC100V±川%単相,50/60Hz,DC48V±10%

環境条件(運転時) 温度:川～350C,湿度:35～85%RH
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S-6600形半導体測長用走査電子顕微鏡
微細化が進み,サブミクロン時代に

人った半導体デバイスの量産ラインで

は,ウェーノ＼上のパターンの線幅をイ

ンラインで測良することが歩留り向上

のために必要である｡

S-6600形(図l)は,特に量産ライン

からの高スループットニーズにこたえ

たもので,1時間当たり15校という高

い処理能力を実現している｡

◎

5-G后【)0

も■ 1■■
11■■

1.主な特長

(1)15校/hの高スループット

2カセットとロードロック方式のウ

ェーハ予備排気宅ミの採用で,高スルー
プットを達成した｡

(2) 8nmの高分解能

1kVという低加速電圧でも8nmと

いう高い分解能を保証している｡これ

甑

区= S-6600形半導体測長用電子顕微鏡の外観

表】 主な仕様

により,サブミクロンパターンを 卜分

観察,測良できる｡

(3)0.015l⊥m(3(7)の測良再現性

高い分解能とともに,独自の測長ア

ルゴリズムによって高い測長†ヰ現性を

実現している｡

(4)ウェーハを保護する各種の機能

再びラインに戻るウェーハを保護す

るため,ドライバキュームシステムや

ミニマムドーズシステムなどを採用し

ている｡

2.主な仕様

S--6600形の主な仕様を表1に示す｡

([ト､工製作所 計i則器事業部)

No. 項 目 仕 様

l 分解能 8nm=k〉,CRT上で)

2 加速電圧 0.7～l.3kV(10Vステツ70)

3 スループット J5枚/h(5点/ウェーハ測定で)

4 倍 率 100倍～150′000倍

5 ウェーハカセット Zカセット同時装着

6 ウ工"ハサイズ 4,5,6インチ対応

7 測長再現精度 ±0.015トLm(3♂)

S-2350形汎用走査電子顕微鏡

走禿て五千!顕微鏡は,近年著しい進歩

を見せている｡半導体,新素材,バイ

オテクノロジーなど最先端の研究開発

やQA/QCで普及が目覚ましく,極微小

領J戎の観察や分析に不可欠なツールと

なっている｡

沙L(はん)川S-235n形(図1)は,より

■曽i分解能に,より低価格で,より高い

ぞ●

竜

拡張ノ性を,というニーズにこたえたも

ので,41ュnlという高分解能を低価格で

実現している｡

1.主な!特長

(1) 4nmの高分解能を低価格で±定規

従来機種の÷の低価格を実現した｡

(2)各横目動化機能を装備

､車㌢テ三才

国I S-2350形汎(はん)用走査電子顕微鏡の外観

表】 主なイ士様

従来,オペレータの手動に蛸ってい

た焦点合わせや非点収差の補止を自動

化している｡

(3)Ⅹ線分析システムにも拡張可能

エネルギー分散形やi妓長分散形のⅩ線

分析装置を取り付けてトータル分析シ

ステムとして,秘徴′ト領域の分析を子‾f

うことができる｡

(4)画像処理システムにも接続可能

i叫像のファイリングや静止F和條表ホ

を‾■･J能にするl担i像処理装置と接続して,

よりイ吏いやすいシステムに拡張できる｡

2.主な仕様

S-235〔)形の主な仕様を表1に示す｡

(口立製作所 計測器事業部)

No. 項 目 仕 様

l 分解能 4nm

2 加速電圧 0.5～25kV

3 倍 率 20倍～200′000倍

4 最大試料サイズ 102mm径

5 X線分析システム EDX/WDX取り付け可能(オプション)

6 自動化機能 焦点合わせ･非点収差補正･明るさ,コントラスト
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ディスプレイ装置の画面回復方式

1.本発明の背景

計算機システムに接続されるディス

プレイ装置は,通常ディスプレイ画面

に対J芯する匝j面バッファを持っていて,

計算機システムから出力データが送ら

j‾tてきたとき,この山カデータによっ

て伸j而バッファが史新される｡また,

ディスプレイ装置から人プJされたデー

タによってi叫而バッファが更新される

とともに,この入カデータが計算機シ

ステムへ送られる｡

しかし,ディスプレイ装置に例えば

電源の瞬断などの要因による一一時的障

害が/上じディスプレイ画面が喪失した

とき,ディスプレイ両面の全体を回子夏

する手段がなし-という問題があった()

本発明は,計算機システム側で両面

の退避を子‾fい,障害時のL由i而回復を可

能とするものである｡

2.木方式の動作

図1に示すように,計算機システム

側の記憶装置に担揃ぃヾッファに対J心す

る両血退j壁領土或を設け,ディ

スプレイ装置へ出プJデータを

送るとき,こグ)出力データを

画面退避領域にもセットする｡

また,ディスプレイ装置から

人プJデータを′受けたとき,こ

の人カデータを担j痢;旦避領域

にセットする｡すなわち,匝j

而退避領域が睡j而バッファの

複ニケとなるよう常時更新する

のである｡

ディスプレイ装置から計算

ディスプレイ装置

画面バッファ

(却データ出力

計算撥
記憶装置

⑧データ入力

(a)通常のディスプレイ画面更新時

ディスプレイ装置

画面バッファ 計算機

†雲霞退避
･′出力データのセ,ソト

=エコ｢
■入力データのセット

記憶装置
′

②画面回復

画面退避
領‡或

(‡〕画面回復指示

(b)デイス70レイ装置から画面回復指示があったとき

図l 画面退避･回復の動作

機システムに対して担j面回筏

の指示があったとき,計算機システム

は出面退避領j或の内容をディスプレイ

装置へ送ることによI),ディスプレイ

担j面が回復される｡

3.特長･効果

(1)ディスプレイ装置の担j面内芥を喪

失しても,速やかに匝i由【≠∃復を行える｡

(2)システムプログラムが両面う旦避機

能を集中的にサポートすることにより,

ユーザープログラムを変更することな

く両t由凹復が行える｡

4.提供技術

■関連特許の実施許諾

●特許第1505335号

(特公昭63-35988号)

｢ディスプレイ装置の画面回復方式+

日立製作所では,すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利別､ただいております｡また,ノウハウについても二瀾談に応じておりますので,お気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先ほ… 株式会社日立製作所 〒100東京都千代田区丸の内一丁目5酎号(新丸ビル)電話(03)2【4-3114(直通)知的所有権本部ライセンス第二部特許営業グループ
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